総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２～２６年度）

テーマ4　小課題番号4.1-2　小林亜樹（工学部情報通信工学科）
査読付き論文
1. 高橋徹，小林亜樹，“嗜好の一貫性を重視した推薦のための区分類似度方式”，WebDBForum 2010 論文誌，4A-2, pp.1-8，2010．
2. 秋山洋平，小林亜樹，“通信途絶地域との通信を行うためのDTNアーキテクチャに基づくプロトコル提案と試作”，FIT2013，FIT2013 RO-015（査読付き），FIT2013，No. 4，pp. 149-156，2013
国際学会論文（査読付も含む）

1.  Aki Kobayashi, Toshiaki Shinmori, Masayuki Inogami, Takao Koyama, "A Study on Temperature Prediction at Every House Using Regional Grid Network", Proc. of ISAT-special 2012, P-C11-I, 2012.
2. Takao Koyama, Naoki Matsumoto, Masaru Iguchi, Toshifumi Satake, Aki Kobayashi, Tsukasa Tsukidate, "Development of a Heat Pump Heating Control System for Cold Regions", Proc. of ISAT-special 2012, P-C12-I, 2012.
3. Takao Koyama, Masaru Iguchi, Toshifumi Satake, Aki Kobayashi, Tsukasa Tsukidate, "Development of Heating Management System in Cold Regions", Proc. of Applied Computing 2012, P168, 2012.
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 石川直樹，小林亜樹，経路情報の能動的キャッシュによるP2P探索負荷削減，電子情報通信学会技術研究報告，Vol.110, No.449, pp.377-382, 2011.
2. 村上雄亮，小林亜樹，目に留まるツイート投稿タイミング推薦手法，DEIM2013講演論文集，P1-4, 2013.

3. 秋山洋平，小林亜樹，DTNアーキテクチャに基づくストレージ運搬型通信による災害時情報共有システム，信学技報，Vol.113，No.472，pp.525-530，2014．

4. 高崎尚人，小林亜樹，コンテンツ指向ネットワークにおけるタグ共起性による探索特性評価，信学技報，Vol. 114，No. 477，2015.

ほか、8編

口頭発表
1. 石川直樹，小林亜樹：高負荷探索ルートの縮減による探索負荷低減，電子情報通信学会2011年総合大会，B-7-27，電子情報通信学会，東京都世田谷区， 2011年3月
2. 石倉頌子，小林亜樹：寄り道経路推薦方式，情報処理学会第74回全国大会講演論文集 1P-2，No.1，pp.671-672，名古屋市，2012年3月
3. 古賀健士郎，庄司功樹，小林亜樹：タイミングを考慮した将来イベントtweetの再通知，情報処理学会第74回全国大会講演論文集 3P-4，No.1，pp.709-710，名古屋市，2012年3月
4. 工藤悠太，小林亜樹：リツイート率の算出による価値あるツイートの発見手法，情報処理学会第74回全国大会講演論文集 3X-1，No.3，pp.297-298，名古屋市，2012年3月
5. 庄司功樹，小林亜樹：協調的な情報を用いた検索ナビゲーション手法，FIT2011 D-012，FIT2011，No.2，pp.149-150，函館市，2011年9月
ほか、12回

輩出した博士・修士・学士
修士7名　学士32名

